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交通事故総合分析センター
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　平成29年の交通事故による死者数
は3,694人でした。前年より210人減
少し、警察庁が統計を取り始めた昭和
23年以降で最も少なくなりました。交通
事故死者数が年間１万人を超えていた

「第一次交通戦争」、「第二次交通戦
争」と称された時代に比べて、死者数
は大幅に減少しましたが、それでも今な
お多くの尊い命が交通事故で失われて
いることには変わりありません。（図１＝
警察庁資料より）
　政府は、平成28年３月の第10次交
通安全基本計画で、「世界一安全な
道路交通の実現」を掲げ、平成32年ま
でに死者数を2,500人以下とするという
目標を示しました。しかし、近年では、高
齢者人口の増加等によって、交通事故
死者数の減少幅が縮小する傾向にあり
ます。この目標達成に向けて、大きな役
割が期待されているのが、年間約280
人の死者数低減効果（注1）が期待さ
れている「先進事故自動通報」です。そ
こで今回は、世界で初めてその新技術
を使ってクルマがドクターヘリを呼び、負
傷者を救命することができた実際の事
故事例を引用しながら、「救急自動通報

（以下D-Call Net＝図３）」について
説明したいと思います。このシステムは、
２年４ヶ月の試験運用を終え、平成30年
４月から実運用に入っています。
注１：日本自動車工業会の研究結果による
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事故の概要（図２）

　事故は１月の晴天の平日午後３時台
に、某県山間部の片側１車線の市道の
左カーブで発生しました。
　Ａさん（軽乗用車、40歳代、女性）
は、左カーブに差し掛かったにもかかわ
らず、漫然と運転していたため適切なハ
ンドル操作をすることなく対向車線に進
入してしまい、ちょうどその時に対向車
線を走行してきたBさん（普通乗用車、
50歳代、男性）と正面衝突してしまいま
した。
　Ａさんの話では、「事故のことはよく覚

えておらず、気がついたら対向車線のB
さんと衝突していた」とのことでした。

工学的情報によるドクターヘリの起動

　この時、衝突されたBさんのクルマは
エアバッグを展開してBさんを保護する
と同時に、D-Call Netを発報し、クルマ
に記録したデータをコールセンターに送
信しました。その内容は、事故発生場所
の位置情報、車両識別情報とともに、
シートベルト着用状況、前後方向と左
右方向の衝突の激しさを表す速度変化

（ΔV）等の情報です。
　D-Call Net通報を受けたコールセン
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約40分要す）上空に到着しました。現場
直近には、ドクターヘリが安全に着陸で
きる場所がなかったため、事故発生から
26分後にランデブーポイントに着陸し、医
師が負傷者に接触しました。ドクターヘリ
は、Bさんよりも重症を負ったAさんを先
に乗せて事故発生から58分後に基地
病院に戻りました。その後、直ちに再びラ
ンデブーポイントに引き返し、今度はBさん
を病院までピストン搬送したのです。

事故事例からの学び

　今回の事故要因は、漫然運転をして
しまったために、進行中の道路に則した
ハンドル操作を行えなかったことにより
ます。自車が進行する道路の安全確認
を行い、カーブに沿ったハンドル操作を
行っていれば事故を避けることができた
と思われます。しかし、この事故現場の
ように見通しの悪いカーブでは、自車線
を守っていても、対向してくるクルマがは
み出して来て正面衝突してしまう可能

性もあります。
　万が一の交通事故などで、大量出血
を伴う傷害を負ってしまった場合、医師
が患者に接触し治療を開始するまでの
１時間が勝負だと言われています。そ
の時間はゴールデンアワーと呼ばれ、医
師は一刻も早い根本的治療を開始す
るための努力を惜しみません。その一つ
としてドクターヘリが活用されています。
今回、もし仮にドクターヘリが向かうこと
なく、救急隊のみの評価で病院受け入
れ交渉等の時間を経た後、さらに、事
故現場から、救急車で約40分かかる基
地病院の救命救急センターにAさんを
搬送していたとしたら、治療開始は大幅
に遅れていたでしょう。その間にAさん
の病態が悪化していた可能性も高かっ
たと思われます。また従来のドクターヘリ
でもある程度時間がかかっていたかもし
れませんが、その起動時間をこれまで
以上に早めたのが、このD-Call Netで
す。Aさんは、Bさんのクルマに搭載され
ていたD-Call Netにより、世界で初め
て、クルマが自動送信した工学的情報
で起動したドクターヘリによって救命救
急センターに搬送された患者となりまし
た。図４に示すように、死傷事故の類型
の中で、大部分が車両相互事故です。
D-Call Net搭載車両の普及は徐々に
進んではいますが、まだ日本を走るクル
マの数パーセントに過ぎません。今回の
事故は、衝突相手のクルマに対しても、
D-Call Netを搭載したクルマと同じよ
うに救急救命のチャンスが与えられるこ
とが明らかとなった極めて貴重な事例
でした。政府の交通事故死者数の低減
目標の達成のためにも、D-Call Netの
普及が進むことを願ってやみません。　

ターでは、オペレーターがクルマに搭載
された電話に連絡し、Bさんから救急車
要請を受け、事故の発生を最寄りの消
防本部に伝えました。さらにD-Call Net
死亡重傷確率推定アルゴリズムを使っ
て、送られてきたデータからBさんの重症
度を予測し、その結果は、Bさんの事故
現場をカバーするドクターヘリの基地病
院のタブレット端末にも表示されました。
　基地病院の救命救急センターの医師
は、タブレットに表示された数字が、ドクター
ヘリの起動閾値より大きい値であることを
確認し、事故発生の３分後には、ドクター
ヘリで現場に向かう判断をしました。

事故後の救急活動の概要

　別の事案の出動から戻ってきたドク
ターヘリは、医師と看護師を乗せて事故
発生から９分後に、基地病院のヘリポート
を離陸しました。その後、時速200キロ以
上で飛行し10分で事故現場（基地病
院から27キロ、陸上では緊急走行でも
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図３　D-Call Netとは
　平成28年11月に、認定NPO法人救急ヘリ病院ネットワーク（HEM-Net）らによっ
て先進事故自動通報システムの試験運用が開始されました。このシステムを利用し
たD-Call Netは、既に平成12年頃から行われていた、事故発生と発生場所の位置
情報をコールセンターに自動的に発報する事故自動通報に、クルマに記録されたデー
タを送信する機能と運転席、助手席に乗っていた人の重症度を予測する機能を追加
し、協力中のドクターヘリ基地病院にその結果を送り、迅速に現場へ医師の派遣を実
現するものです。
　平成23年12月に日本自動車研究所（茨城県つくば市）で行われた実証実験では、
交通事故発生から医師の接触時間をこれまでの平均38分から17分短縮することが
できることが明らかになりました。また、翌年、自動車技術会春季大会のフォーラムで
は、日本自動車工業会より、日本を走る全てのクルマにこの装備が搭載された場合、こ
の時間短縮によって交通事故死者を年間約280人救命することができるという研究
結果も報告されました。

図２　事故の概要

図１　交通事故死者数の推移

交通安全基本計画（昭和46年度～　※５年ごとに改定）
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図４　死傷事故類型（H28年）
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